
 

            

 

 

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
む
け

て
住
民
が
立
ち
あ
が
り
行
政
を
動

か
し
、
街
区
全
体
の
宅
地
耐
震
化

を
実
現
し
た
の
が
、
柏
崎
市
の
「
山

本
団
地
」
で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
５
月 

町
内
会
に
は
、
地
震
後
の
８
月
、

団
地
復
旧
に
む
け
「
地
域
再
建
を

め
ざ
す
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。 

元
の
場
所
で
生
活
で
き
る
よ
う

手
立
て
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
い
う

住
民
の
声
を
受
け
て
、
地
盤
調
査

の
結
果
、
住
民
合
意
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

「
大
規
模
盛
土
造
成
地
滑
動
崩
落

防
止
事
業
」
で
す
。
同
事
業
は
、

地
震
に
よ
っ
て
地
滑
り
す
る
恐
れ

の
あ
る
大
規
模
な
造
成
地
で
、
①

家
屋
が
１
０
戸
以
上
、
②
崩
落
面

積
が
３
０
０
０
㎡
以
上
、
③
公
共

施
設
に
も
被
害
が
発
生
す
る
危
険

性
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
防
ぐ

た
め
に
行
っ
た
工
事
費
用
の
一
部

を
国
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。 

２６
日
、
同
市
を
訪
問
し
、
「
山
本

団
地
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

柏
崎
市
は
２
０
０
７
年
７
月
１６

日
の
中
越
沖
地
震
で
１
４
名
が
死

亡
し
、
２
８
４
２
６
棟
の
建
物
被

害
（
半
壊
以
上
５
７
０
４
棟
）
や

約
２
２
０
０
億
円
に
も
上
る
施
設

被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

盛
土
（
も
り
ど
）
造
成
し
た
山

本
団
地
は
地
下
水
を
含
ん
だ
軟
弱

地
盤
の
た
め
に
、
液
状
化
現
象
で

地
盤
が
沈
下
し
住
宅
が
傾
く
な
ど

の
被
害
と
と
も
に
、
地
す
べ
り
の

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
２４
世
帯
に

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

同
団
地
は
昭
和
４６
年
に
土
地
開

発
公
社
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
１

２
９
戸
の
閑
静
な
住
宅
地
で
す
。 
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 負担割合 
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元
木
美
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子 

東
日
本
大
震
災
は
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
市
民
の
住
宅
・

財
産
な
ど
を
直
撃
し
ま
し
た
。 

液
状
化
被
害
に
よ
っ
て
住
宅
が
傾
い
た
市
民
の
不
安
や
財
政

的
な
負
担
は
深
刻
で
す
。
ま
た
「
た
と
え
自
分
の
住
宅
の
傾
き

修
復
工
事
を
行
っ
て
も
、
そ
の
効
果
は
ど
の
程
度
な
の
か
、
周

辺
で
全
体
的
な
地
盤
改
良
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
再
び
傾
く
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
か
ら
、
２
次
的
な
被
害
を
避
け
る
た

め
に
、
街
区
全
体
の
地
盤
改
良
工
事
の
必
要
性
を
主
張
す
る
市

民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

続きは裏面をお読み下さい。

に 



 

 事
業
費
総
額
は
１
億
６
０
０
０

万
円
、
地
元
は
４
０
０
０
万
円
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
、
敷
地
面
積
や

排
水
管
整
備
な
ど
の
状
況
に
よ
り

補
正
し
、
７０
世
帯
で
負
担
額
を
算

定
、
１
世
帯
最
高
額
で
は
１
０
０
万

円
程
度
の
分
担
金
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
傾
き
を
修
復
す
る
個
別

工
事
費
用
も
か
か
る
た
め
、
２
重
の

負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
支
払
い
は

４
期
に
分
け
、
第
３
・
４
期
に
つ
い 

 

て
は
、
最
大
３
年
間
の
猶
予
制
度

も
創
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
徴
収

猶
予
に
は
１１
名
が
申
告
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

     

対
策
工
事
は
、
地
下
２
ｍ
下
ま

で
８０
㎝
間
隔
で
２
枚
の
鋼
矢
板
を

埋
め
込
み
、
そ
の
間
に
直
径
２０
ま

た
は
３０
ｃ
ｍ
の
塩
ビ
製
の
配
水
管

を
敷
設
し
ま
す
。
こ
の
配
水
管
に

は
穴
が
あ
り
、
穴
を
通
し
て
地
下

水
を
抜
き
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

液
状
化
を
防
ぐ
方
法
で
す
。 

集
め
た
水
は
、
近
く
の
川
へ
放
流

し
ま
す
。
地
震
前
は
地
下
を
４０
ｃ
ｍ

掘
っ
て
も
水
が
出
る
状
況
で
し
た

が
、
今
は
１．５
ｍ
ま
で
地
下
水
位
を
低

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。 

 

 

 「曳き屋」工法で修復した住宅 

地滑りを防ぐための擁壁を施工 

 

事
業
の
法
的
根
拠
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
「
宅
地
造
成
等
規
正
法
」

で
す
。
こ
の
法
律
が
宅
地
の
耐
震
化

を
促
進
す
る
た
め
平
成
１８
年
９
月

に
改
正
さ
れ
、
山
本
団
地
で
活
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
法
は
、
が
け
崩
れ
や
土
砂
の

流
出
な
ど
傾
斜
地
で
は
適
用
で
き

る
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

平
坦
な
所
で
の
液
状
化
の
地
盤
改

良
に
は
生
か
せ
な
い
こ
と
を
日
本

共
産
党
に
国
土
交
通
省
が
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。 

現
行
で
は
、
地
震
に
よ
る
住
宅
被

害
に
つ
い
て
は
「
被
災
者
生
活
支
援

法
」
に
よ
っ
て
支
援
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
地
盤
被
害
に
対
す
る
対

策
は
法
的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
建

物
の
修
復
費
用
と
と
も
に
地
盤
改

良
に
も
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
住

宅
地
全
体
の
地
盤
改
良
は
個
人
負

担
で
は
ま
か
な
え
ま
せ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
、
「
地
盤
改
良
に

つ
い
て
の
新
た
な
財
政
的
支
援
の

枠
組
み
」
を
政
府
に
求
め
て
い
ま

す
。 

  
集まった地下水が排水溝から出て、さ
らさらと流れ出ていました。 

リバースモーゲージで建設された住宅 

 


